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 マリのイスラーム過激派組織
FLM（Le Front de libération du Macina）の社会的背景 
 ― 牧畜民の周辺化と地域社会の不安定化 ― 





 　 Après l’attaque de l’Hôtel Byblos à Sévaré le 7 août 2015, les médias ont commencé à parler de FLM 
〈Le Front de Libération du Macina〉 ou 〈La force de Libération du Macina〉.  Selon eux, le groupe est 
composé des éleveurs peuls du Macina et dirigé par un marabout nommé Ahmad Koufa, qui revendique 
la restautation de 〈l’Empire peul du Macina〉 du 19 ème siècle. Mais il nous faut nous abstenir de parler, 
dans cet état de maigres renseignements, d’un groupe islamite inspiré d’un sentiment ethnique peul. 
 　 Nous pensons qu’il est plus convenable de chercher les causes de cette revolte dans les conditions 
sociales et politiques des éleveurs dans le délta intérireur du Niger.  En faisant cela, nous trouverons que 
les éleveurs ont subis de désavantages par les projets de développement aux cours des temps colonial 
et postcolonial.  La marginalisation d’élevage dans l’économie moderne aurait poussés des éleveurs aux 
révoltes contre les atutorités. 
 はじめに 





1）Mali: Le Front de libération du Macina, un nouveau Boko Haram? Jeune Afrique, 2015/08/31.
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とになる。この論考では，伝えられる FLM（Le Front de libération du Macina）なる集団に関する
情報を整理したあとで，その活動の背景を地域の社会的・歴史的背景から検討してみることにした
い。 
 1 ．Le Front de libération du Macina 
 　FLMの名は 2015年 8月 7日に起こった Sévaréのホテル Hôtel Byblos襲撃人質事件（14名の死
者のうち，マリ軍 5名，MINUSMA関係者 5名，テロリスト 4名）によって一般に知られるよう
になったが，Jeune Afrique誌の記事によると 2015年初めから，Nampala，Ténenkou，Boulkessi
などマーシナおよびその周辺で FLMよると思われる事件が起こっていた。Human Right Watchが
2015年 2月，3月におこなった調査にもとづく報告2）によると，中部マリでは la Force de libération 
du Macinaとよばれるイスラミスト武装グループがマリの治安部隊に協力した民間人を少なくと
も 5人殺害し，公共施設に放火し，住民に対する集会やビラをとおしてフランス軍，政府軍，国連
の平和維持軍に協力した者は殺すと脅していた。Hôtel Byblos襲撃事件後の 8月 13日には，FLM
に反対していた Barkérou村のイマーム Aladji Sékouを殺害したという報道もある。さらに最近
になっては，22人の死者を出したバマコの Hôtel Radisson Blu襲撃（11月 20日）について，Al-
Mourabitounと AQMIに続いて FLMも犯行声明を出したという 3） 。 
 　報道によって集団の名称は La Force de libération du Macinaや Le Front de libération du Macina
と安定しないが，その指導者もはっきりしない。しかし多くの報道は Amadou Koufaというフル
ベ人を指導者としてあげている。その年齢は，情報によって 40～ 50代から 65歳まで幅がある  4） 。
Amadou KoufaはMopti近郊の Koufa村出身のフルベ人説教師で，パキスタン系のジハーディスト・
グループ Dawaやトゥアレグ人イスラミスト・グループ Ansar Dineの Iyad Ag Galiとつながりが
あるという 5） 。2013年 1月に武装勢力が Douenzaからセヴァレ，コンナまで進出したときにはその
作戦に参加していて，いずれモプティを占領しそのモスクで説教をすると誓ったという証言もあ
る 6） 。別の報道では，彼は 19世紀のフルベ人イスラーム国家を構成していたイスラーム学者の一族




2）Mali: La fragilité de l’Etat de droit et les abus mettent en péril la population, Human Right Watch, 2015/04/15.
3） Mali: une seconde revendication de l’attaque de l’Hôtel Radisson Blu, RIF Afrique, 2015/11/23.
4）Au Mali, en territoire peul, la naissance d’un future Boko Haram, L’Opinion, 2015/08/30, Amadou Koufa: un 
djihadist au coeur du Mali, Le Reporteur, 2015/04/30.
5）Composée d’anciens membres du MUJAO: La Force de libération du Macina, l’un des bras armés d’Iyad Ag Ghaly, 
sème la terreur dans la région de Mopti, Maliactu 2015/03/17.
6）Au Mali, en territoire peul, la naissance d’un future Boko Haram, L’Opinion, 2015/08/30
7）Mali: qui est Amadou Koufa, ce prêcheur radical qui inquiète?, rfi (2015/07/06), http://www.rfi.fr/afrique/20150706, 
Amadou Koufa: un djihadist au coeur du Mali, Le Reporteur, 2015/04/30.
8）Au Mali, en territoire peul, la naissance d’un future Boko Haram, L’Opinion, 2015/08/30.
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しい Boko Haram」になっていく可能性を危惧する報道も複数ある 9）。しかしその実態は依然不明
で，一時は Amadou Koufaの生死も不明とされていたが，2015年 9月 11日の報道ではセグー北方















 2 ．内陸デルタの歴史的背景 
 2 ― 1．内陸デルタの地政学的位置 













9）Mali: Le Front de libération du Macina, un nouveau Boko Haram? Jeune Afrique, 2015/08/31, Au Mali, en territoire 
peul, la naissance d’un future Boko Haram, L’Opinion, 2015/08/30.
10）Apparition du fondateur du Front de libération du Macina dans la région de Ségou, Amadou Koufa préside une 
rencontre à Dogofri et projette des attaque à la veille de la tabaski, L’Indépendant, 2015/09/11.








































る正統なジハードであるとする認定を受け，これ以後 Sheikhの称号を名乗ることになる（Bâ and 
















 　イスラーム国家ディーナの空間編成は，デルタの東岸に新しく建設された首都 Hamdallaye（ al-
































54 ― 57）。 
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ず，当局が計画の実現を強行しようとしたために壮大な失敗に終わった（Roberts 1996, Filipovich 
2001）。 
 　その後生産物が綿花から米に転換され，さらに 1980年代末になって土地利用が Office du Niger
の集権的な管理下から農民の自由経営に方針転換され，新たに資金と技術も導入されたことで，よ
うやく再開発事業は軌道に乗り始め，90年代から 2000年代にはこの地方の米の生産高はマリ全体
の 40％に及ぶほどに成長した（Droy and Morand 2013: 58 ― 9）。 
 　だが Office du Nigerによる灌漑は，それより下流の内陸デルタに流入する水量の変動を意味し
ている。内陸デルタは本来生物多様性に富む豊かな水域だが，同時に上流から流れ込む水量によっ
て敏感に変化する脆弱なエコシステムでもある。ところが Office du Nigerの水資源開発は，下流
域の水資源に対する影響をまったく考慮せずにおこなわれた。1980年代にバマコに電力を供給す
るために建設された Sélinguéダムの場合も同様だった。そのため下流の内陸デルタの水稲耕作，
























ODR（Opérations de développement rural），OPM（Opération pêche Mopti），ORM（Opération riz 





かった（Kassibo 2002: 126）。実際，これらの組織のうち米の増産を目指した ORMがある程度の成
果を上げた以外は，みな失敗に終わっている（Droy and Morand  2013: 65）。 
 3 ― 3．家畜飼育者の周辺化 
 　国家的プロジェクトの影響は農民，漁民，牧畜民に等しく及んできたわけではない。Office du 
Nigerの開発が当初の綿花から米に転換されたのを見てもわかるとおり，国家レベルでは食糧自給
の観点から穀物の増産が目指され，ある程度の成果も収めた。それに対して畜産に対する国家の関
心はずっと低かった。1990年代に，畜産部門はマリの GDPの 16％を占め，輸出外貨の 30％を獲
得している。ところが畜産のためにさかれた資金は非常に少なく，国家予算の 1％に満たない。一
方の米は，国民の食糧としては非常に重要だが，国家の収入にはほとんど結びついていないのが現











成果も上げず，結局世界銀行の支援打ち切りによって 1991年に事業は消滅した（Benjaminsen and 

































と指摘している（Droy and Ba 2013: 67）。かつて内陸デルタで政治的・経済的に支配的な地位にあっ
た自由身分のフルベ人家畜所有者は，食糧安全保障を重視する開発政策の中で，次第にマージナル
化されてきたのである。そうした中で，農民と家畜所有者のバランスが崩れ，暴力をともなうコン










 4 ― 1．地方分権 
 　1991年春の学生デモに始まった政変は，民主化に理解を示した軍部の無血クーデターによって
長く続いたMusa Traoreの UDPM（Union Démocratique du Peuple Malien）政権が倒され，短期
間の軍事政権を経て民主化が達成された。 
 　1991年夏に政府，政党，諸団体，組合，その他の組織の代表が集まった Conférance Nationaleは，
地域住民のエンパワメント，権力の分割，人権の保護，司法の独立をめぐって討議をおこなった。








 Schèma directeur du Secteur Développement Rural をまとめた。翌年，新憲法の国民投票，大統領選挙，
地方政府と国会議員の選挙がおこなわれ，Alfa Oumar Konareを大統領とする第 3共和制が出発し











ようになったデルタ地域はフルベ人の居住単位ごとに  leyde とよばれる行政区分に分けられた（Bâ 
and Daget 1962: 73）。 
 　 leyde にはディーナ以前からの慣習を引き継いでフルベ人首長  Ardo がおかれ，そのもとに家畜の
移牧における牧草地  burgu と移動経路を管理するフルベ人の長  jowro と，耕作地を管理する農耕奴
隷リマーイベの長  bessema がおかれた。牧草地を利用する者は  jowro に使用料を支払い，牧草地に
入る順序も群れごとに定められた。また定住村落には，その行政に責任をもつ長  jomsare がおかれ，
定住フルベ人にとって欠かせない放牧地  harima に対する権限は村人の寄り合いにゆだねられた。
一方リマーイベの農民たちは， jowro への従属の証しとして収穫時に多少の米を上納する慣習があっ
た。ディーナは 1862年にトゥクロールに征服されたが，地域社会の仕組みはほぼそのまま受け継
がれた（Bouare 89 ― 100, Benjaminsen and Ba 2009: 74）。 
 　1895年に仏領西アフリカ植民地を設定したフランスは，大きな行政単位 cercleごとに司令官
commandantをおき，それを cantonに分割して現地人首長 chef de cantonをとおして地域社会を掌
握する体制を作った。内陸デルタの場合でいえば，植民地政府はディーナ以来の体制を利用しなが
ら， leidy の区分をまたいだり結合したりして cercleを分け直した。こうしてできた cercleのもとで，
ディーナ以来のフルベ人の長  jowro の多くは chef de cantonに任命され，牧草地の使用料を受け取
る権利を確保すると同時に cercleに収める税の取り立ても請け負うことになった。1960年の独立
以降，社会主義を標榜した政権は植民地時代の cantonを解体して  jowro の牧畜に関する独占的な
権利を削減し，農業生産向上のために地域外から入植者を入れて新たな行政区分 arrondissement
を分け直した。だが 1968年のMoussa Traoreのクーデター後， jowro は独裁政党 UDPMの地方幹
部と結びつきを強め，次第にその権力を回復した（Benjaminsen and Ba 2009: 75, Fay 2000: 130）。 
 　このように植民地化以後の内陸デルタにおける地域社会の権力配分は，大筋としてディーナ以来

























たのである（Fay 2000: 130, Benjaminsen and Ba 2009: 77）。 
 　それにくわえて，紛争の調停の際に利害の分裂したアクターの両方から賄賂を取ろうとする官吏
の思惑もはたらく。上述の Kunary地方では， jowro と  bessema ，自由身分のフルベとかつての農奴
リマーイベ，家畜飼育者と農民などの争いは法廷に持ちこまれ，そこでもまた有利な裁定を得るた
めに賄賂が横行する。Benjaminsenは，行政官や裁判官は紛争を利用して利益を得ているという厳










































されたと発表した 13） 。死傷者はなかったが，これを FLMに結びつける報道もある 14） 。もしそのとお
12）Amadou Koufa: un djihadist au coeur du Mali, Le Reporteur, 2015/04/30.
13）Profanation du mausolée de Séku Amadou, fondateur de l’empire peul du Macina au 19e siecle, GuinéeActu, 
2015/05/08, guineeactu. info/actualite-information/
14）Signature du jihadiste Hammadoun Koufa?: le mausolée de saint Seku Amadou dynamite vers Mopti, Le Républicain, 
2015/05/05, www.maliweb.net/editorial/
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